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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

 「東北１２６号」は、「スズユタカ」と比較した場合、次のような特性を持つ（表１）。

（１）  開花期は2 ～4 日早く、成熟期は1 ～4 日遅い中生種である。

（２）  ダイズモザイクウイルスのＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄの各系統に抵抗性を持ち、ダイズシストセンチュウ抵抗

性・立枯病抵抗性・紫斑病抵抗性はいずれも「強」で、耐病虫性が強い。

（３）  耐倒伏性は「スズユタカ」に優る「強」である。

（４）  子実収量は標準播・晩播とも「スズユタカ」に優る。百粒重は「スズユタカ」よりやや大きい「中の

大」、粒色は「黄白」、粒型は「楕円体」である。

（５）  中通りおよび会津では、標播でやや密植・晩播では密植で安定収量が得られ、浜通りでは「ス

ズユタカ」と同様の栽植密度が適する（図１）。

（６）  子実及び豆乳のイソフラボン含量は「スズユタカ」の約1.5倍と高い。（表２）

（７）  豆腐加工適性および豆腐の物理性・官能評価は「スズユタカ」並から優る。

２ 期待される効果

（１）  本県産大豆の品質および収量性の向上が図られる。

（２）  イソフラボン含量が高く、機能性食品開発の素材としての活用も期待できる。

３ 適用範囲

 熟期は「中生」であり、普及対象地帯は県内の標高500ｍ以下の地帯である。

４ 普及上の留意点

 最下着莢位置は「スズユタカ」並でやや低く、茎水分の低下は「スズユタカ」より緩慢であるので、汚

粒防止のため、機械収穫の刈取り適期判断及びコンバイン収穫の刈高さに注意を要する。
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